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人ロの動き
　8月1日現在
男4，268（十3）
女4，339（十5）
計8，607（十8）
世帯数2，261（十3）

　（）は前月比較



農地と

農
業
の
力
強
い
昧
方
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灘
灘
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灘
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灘
蕪
礁
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灘
癒
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難
鰯
灘
鱒
謙
濫
鎌
一

難
懸
構
畿
懸
灘
懇
鱒
慧
難
㈱
灘
園
．
懸

鑛
灘
灘
鎌
繊
選
奮
諜
嬢
懸
。
蕪
翻
ぽ
、

繋
繊
簸
鑛
織
鶏
鑑
雛
隠
瀞
癒
饗
羅
鎌
懸

選
挙
に
よ
る
委
員
（
1
7
人
）

　　　・4繊
①斉木幸威（64）

②小脇

③小脇・高倉

撫
、
馨

夢
　
甲　
　
　
）
　
寺

　
　
　
6
3
　
善

　
　
－
　
　
■

　
　
　
（
　
東

　
　
・
二
　
　
・

　
　
　
一
寺
田

　
　
　
辺
善
野

　
　
　
渡
東
山

　
　
　
①
②
③

　　欄

月
叢
灘
麟
諜
懸
の
驚
灘
集
懸
嚢
。

難
翻
蕊
鎌
灘
麟
礁
第
一
圃
置
饗
鍛
嚢
瀞

開
鎌
総
、
会
難
綴
繭
雲
響
さ
ん
、
饗
叢

犠
還
に
灘
雲
博
愚
ん
灘
、
ぞ
灘
ぞ
総
選

獲
慈
義
諜
欝
瀧
．

猟
鷺
鎌
鍵
鑑
獲
議
驚
纈
糠
紹
灘
、
簸
諜
瀧
。

敬
称
購
①
矯
名
・
集
齢
②
篠
擬
機
③
糧
錨

雛
獲

①高橋克仁（52）

②坪山

③坪山・霜条・鶴吉

①田中　基（58）

②小臼倉

③大臼倉・小臼倉

〈
農
業
委
員
の
主
な
仕
事
〉

圏
地
域
農
業
と
農
地
の
守
り
手

囹
農
地
の
集
団
化
・
有
効
利
用
と
流
動

化
の
推
進
役

國
農
業
者
年
金
加
入
及
び
手
続
き
の
お

手
伝
い
役

囹
地
域
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め

　
の
建
議
・
答
申
U
農
家
の
利
益
代
表

①星名正幸（50）

②中屋敷

③中屋敷

①田中義勝（61）

②下原

③原田・根深・下原

　　　溺■■麟　　1ン’

①増田博史（52）

②室島

③室島・藤沢

①高橋利一（69）

②高原田

③伊勢平治・高原田

　　　　・聯再

①若山博良（47）

②新町新田

③新町新田

①小林勝国（52）

②中仙田

②中仙田・田戸・越ヶ沢

①小林　清（58）

②元町

③元町

①小川紀栄（56）

②岩瀬

③赤谷・岩瀬・大倉

①柄沢幸作（47）

②沖立

③上新井・沖立

8．8．10②

町
長
選
任
に
よ
る
委
員
（
4
人
）

難il

齢

ラ63

　
辛

（
　
塩
）

博
　

・
薦

　
　
崎
推

巻
辛
ヶ
会

藤
塩
寺
議

①
②
③
（

①清水　雄（61）

②下平新田

③下平新田・三領

　・小根岸
（議会推薦）

①南雲　博（68）

②田中町

③水口沢

（農協推薦）

①上村謙吉（65）

②上野

③上野

①山家勝一（41）

②木落

③木落

①小幡　満（60）

②仁田

③仁田

①野沢正夫（63）

②野口

③野口・四十歩

①南雲　守（65）

②中仙田

（共済組合推薦）



　
国
の
行
っ
て
い
る
児
童
福
祉
政
策
に

は
多
く
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
次
の
二
つ
の
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
制
度
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に

よ
り
、
父
と
生
計
を
同
じ
に
し
な
く
な

っ
た
児
童
の
養
育
者
に
対
し
、
手
当
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。
母
子
家
庭
な
ど

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。◆

手
当
の
支
給
対
象
者
は

．
十
八
歳
ま
で
の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
母
や
、
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
①
父
母
が
離
婚

②
父
が
死
亡

　
③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る

　
④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

　
⑤
父
か
ら
一
年
以
上
現
在
ま
で
置
き

　
　
去
り
に
さ
れ
て
い
る
児
童

　
⑥
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上
拘
禁

　
　
さ
れ
て
い
る
児
童

　
⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

　
　
た
児
童
（
い
わ
ゆ
る
未
婚
の
母
の

　
　
子
。
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
る
場

　
　
合
は
除
く
）

⑧
棄
児
等

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
①
児
童
が
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る

　
　
こ
と
が
で
き
る

　
②
児
童
が
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ
と

　
　
が
で
き
る

　
③
児
童
が
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ

　
　
て
い
る

　
④
母
ま
た
は
養
育
者
が
老
齢
福
祉
年

　
　
金
以
外
の
公
的
年
金
給
付
を
受
け

　
　
る
こ
と
が
で
き
る

　
⑤
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

　
　
い
る

　
⑥
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か

　
　
ら
五
年
を
経
過
し
て
も
請
求
が
な

　
　
い
と
き

　
ま
た
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場

合
に
は
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
手
続
き
は

　
認
定
請
求
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、

現
住
所
の
あ
る
役
場
の
福
祉
担
当
窓
口

へ
提
出
し
ま
す
。

〈
添
付
書
類
〉

　
①
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

　
（
外
国
人
の
方
は
登
録
済
証
明
書
）

　
②
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
続
柄
、
本

　
　
籍
が
確
認
で
き
る
も
の
）

　
③
所
得
証
明
書
（
転
入
し
た
場
合
）

　
④
そ
の
他
の
必
要
書
類
（
個
別
の
理

　
　
由
に
よ
る
申
立
書
な
ど
）

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
制
度
は
、
精
神
ま
た
は
身
体
に

障
害
の
あ
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
に
つ

い
て
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。◆

手
当
の
支
給
対
象
者
は

　
精
神
や
身
体
に
、
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
害
の
あ
る
二
十
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
手
当
は
支
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
①
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い

　
　
と
き

　
②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

　
　
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

　
　
き

　
③
児
童
が
児
童
福
祉
法
等
に
よ
り
、

　
　
施
設
に
入
所
し
て
る
と
き

　
ま
た
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場

合
に
は
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
手
続
き
は

　
認
定
請
求
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、

現
住
所
の
あ
る
役
場
の
福
祉
担
当
窓
口

へ
提
出
し
ま
す
。

〈
添
付
書
類
〉

①
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

　
（
外
国
人
の
方
は
登
録
済
証
明
書
）

②
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
続
柄
、
本

　
　
籍
が
確
認
で
き
る
も
の
）

　
③
指
定
さ
れ
た
様
式
の
診
断
書
（
療

　
　
育
手
帳
が
A
判
定
の
場
合
は
省
略

　
　
で
き
ま
す
）

④
そ
の
他
の
必
要
書
類
（
別
居
の
場

　
　
合
の
申
立
書
な
ど
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
は

　
上
記
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、
役
場

住
民
課
社
会
福
祉
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

（
じ
滞鵜
騨
轟
響

　
ヨ
　
め
　

．
当且

盈68－3111（内線205）

　　有線2132

　
な
お
、
現
在
受
給
資
格
の
あ
る
方
は
、

八
月
中
に
現
況
に
つ
い
て
の
届
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
後
ほ
ど

文
書
で
連
絡
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

　
国
民
年
金
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
以

前
に
免
除
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

免
除
さ
れ
た
分
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

制
度
を
「
追
納
」
と
い
い
、
十
年
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
追
納
す
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金

の
額
が
一
般
の
方
た
ち
と
同
じ
に
な
り

ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
八
月
か
ら
昭
和
六
十

三
年
ま
で
の
間
に
免
除
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
方
で
、
八
月
上
旬
に
「
追
納
勧

奨
状
」
が
届
き
、
追
納
し
よ
う
と
い
う

方
は
、
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
役
場

ま
で
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
　
「
追
納
勧
奨
状
」
が
送
付
さ

れ
て
い
な
い
方
で
、
免
除
さ
れ
て
い
た

分
の
保
険
料
を
納
付
し
た
い
と
い
う
方

は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

住
民
課
住
民
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
暦
六
八
ー
三
一
一
一
内
線
二
〇
三
）

〈
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
　
　
　
免
除
制
度
〉

　
保
険
料
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
間
に
は
、
病
気
や
入
院
、
失

業
な
ど
で
所
得
が
な
く
な
り
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る

と
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
住
民
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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あ
り
が
と
う

　
　
　
　
か
わ
に
し
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
さ
よ
う
な
ら

川
西
町
初
の
A
L
T
（
語
学
指
導
助

手
の
意
）
と
し
て
昨
年
七
月
に
来
町
し

た
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
ダ
ウ
エ
ル
さ
ん
は
、

先
月
契
約
期
間
を
満
了
し
、
イ
ギ
リ
ス

に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
リ
ー
さ
ん
は
、
週
の
三
日
間
を
中
学

校
で
、
残
り
の
二
日
間
は
小
学
校
と
保

育
園
で
過
ご
す
と
い
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
。
五
十
㏄
の
バ
イ
ク
に
ま
た
が
っ
て

通
う
姿
を
見
か
け
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　
リ
ー
さ
ん
か
ら
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
い
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

原
文
は
英
語
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
川
西
中
学
校
の
岡
田
直
子
先
生
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
日
本
語
に
訳
し

て
掲
載
し
ま
す
。

中学校での授業のもよう

、
鶏
顯
灘
懸
勲
盤
活
離
総
獺
ろ
懸
謹
欝
、

懸
、
髄
讐
叢
。
鱗
、
灘
饗
懸
楽
、
蟻
餐
懇
鷺

濤
鱗
逡
磯
懸
き
馨
髄
｝
無
闘
瀬
懇
い
鐡

懸
鷺
藻
叢
。
蓬
霧
馨
纐
諜
覆
篠
．
私
縁

遷
羅
礫
灘
灘
鱗
、
翻
織
謹
辮
繋
懸
鱒
ゆ

纏
騨
饗
欝
縫
。
叢
瀞
麟
噺
懇
懇
轟
灘
謹

蓬
懸
親
翻
鑓
磁
饗
叢
灘
懸
繍
総
爾
懸
、
、

辮
婁
叢
嶽
蕉
幾
壌
諜
簸
総
、
、
難
鑛
醐
糊

繭
懸
盤
灘
懸
き
薩
畿
叢
蓬
う
鷺
膨
《
懇

い
藩
藩
。

．
繊
⑳
繭
嬢
め
叢
総
葛
欝
く
変
総
馨
懇

い
る
幾
灘
懸
は
お
り
謙
繋
灘
．
辮
顯
鷹

ぽ
雛
鐡
爾
灘
燕
鋤
温
懸
警
瀟
灘
議
髄
灘

懲
慧
麟
灘
議
し
驚
。
毒
叢
懸
私
懇
濫
鎌

く
謹
建
饗
く
だ
慈
ゆ
驚
鐵
畿
嚢
獲
講
鯵

て
お
り
諜
繋
。

　
田
畑
雄
∞
篇
顧
諜
灘
総
議
の
雛
懸
”
　
繋
難
購

晦
誉
邊
奮
議
と
雌
驚
き
議
じ
た
。
類
酉

の
照
季
は
ど
麓
も
叢
蟻
く
欝
に
磯
璽
諜
、

し
た
、
私
は
あ
擬
ほ
馨
た
く
慈
鑑
の
雪

を
発
た
こ
と
が
あ
り
ま
懸
ん
で
し
驚
雌
、

私
に
と
っ
て
ス
キ
ー
を
欝
ぷ
儲
は
絶
欝

の
機
会
懸
し
た
。

　
鐵
鑑
墾
の
縫
叢
　
は
と
《
も
や
り
が
い

の
あ
る
も
の
で
し
灘
。
私
は
こ
緯
ま
癒

子
僕
に
数
え
た
り
す
る
こ
と
・
は
あ
り
ま

せ
ん
懸
し
た
が
、
畢
麟
た
ち
と
心
緒
縫

馨
ー
ム
を
し
た
り
、
数
戴
た
り
奮
る
こ

と
は
本
当
縫
楽
し
か
っ
た
で
す
。

自作のプレゼントを手渡す橘小の1年生

　
私
欝
灘
圏
議
懇
蒙
雛
叢
叢
懸
嚢
懸

騰
鑑
願
轟
謹
耀
畿
繕
蟻
懇
嚇
馨
繋
。
繊

縫
糠
懸
海
驚
鋤
擬
叢
懇
楽
醗
溌
驚
蒙
総

懸
鐘
．
簸
鎌
懸
灘
饗
灘
霧
懸
騰
驚
蔭
、
・

懸
総
賎
難
懸
騰
叢
難
．
…
p

　
諜
難
、
叢
離
灘
講
灘
縁
灘
響
鷺
爾
麟

・
鋤
擬
懸
懇
鞍
鱗
選
漂
鱒
愚
蓬
鑑
礫
嚢
嚢

鋤
懇
騰
る
滋
ど
謹
願
い
議
嚢
綿
藤
講
謹

・
藩
灘
嬢
灘
纐
瀬
圏
灘
難
懸
瀞
蔭
誇
螢
鹸

簸
鱒
歴
鐵
遷
、
懸
瀞
獲
嚢
総
、
懸
鯵
饗
灘
麟

獲
溝
霧
灘
灘
縦
懇
難
懲
懸
糖
諜
諜
。
灘

霧
⑳
瞬
灘
纏
羅
翼
鞍
灘
磯
影
響
塗
灘
き

《
藁
け
て
願
諜
鎌
。
饗
繕
薫
懇
灘
り
灘

だ
け
懸
嶽
く
難
織
灘
継
の
騰
獲
癒
羅
懇

陶
け
る
磯
懲
欝
藻
き
て
い
懸
鯵
霧
繕
慧

い
該
響
。

　
私
は
、
姦
の
地
饗
楽
欝
願
一
繋
賜
懇

　
つ
く
沿
鷲
く
耀
さ
憩
総
懇
§
滋
韓
懸
謝

じ
諜
塗
。
ぞ
じ
懇
、
鯛
藤
簸
懸
㈱
載
⑳

盤
濤
に
幾
お
蒸
謹
灘
羅
懇
く
耀
懸
鱗
難
一

欝
さ
ん
の
議
謹
懇
懇
騰
議
懸
ん
。
欝
さ

ん
轟
ぞ
じ
懇
私
⑳
盤
篠
総
ち
鋤
拳
懸
懇
・

嚢
離
難
継
　
鰻

　
リ
ー
さ
ん
の
住
所
は
次
の
と
お
り
で

す
。
エ
ア
ー
メ
ー
ル
に
ご
使
用
く
だ
さ

い
。

Lee　Darwe11

13A　Stuart　Grescent

Wood　Green

LONDON
N225NJ
ENGLAND

　
ま
た
、
本
紙
七
月
号
で
紹
介
し
た
二

代
目
A
L
T
の
ウ
ォ
ィ
ツ
ェ
ホ
ー
ス
キ

ー
・
テ
ィ
ナ
・
マ
リ
ー
さ
ん
は
都
合
で

こ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
代
わ

り
の
方
を
選
考
中
で
す
の
で
、
決
ま
り

し
だ
い
ご
紹
介
し
ま
す
。

咲き競う松葉沢公園

のしょうぶ

千小通学路に点滅信号設置

中越地区中学校卓球大会（7力0～H）

　　　　　　　　　　　　8．8．10⑳

　鰍曝

ヤ
つぬ
描

㌶
寸

鱒
月

晴天に恵まれた千手観音十七夜まつり

運
動
会



新
潟
ア
ジ
ア
文
化
祭
℃
6
に

味
わ
う
・
ア
ジ
ア
か
わ
に
し
篇
で
参
加

新
潟
ア
ジ
ア
文
化
祭
は
「
多
様
な
歴

史
と
民
族
を
有
す
る
ア
ジ
ア
。
そ
の
豊

か
な
文
化
に
触
れ
、
異
質
性
と
と
も
に

同
質
性
を
発
見
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち

自
身
の
文
化
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
す

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
新
し
い
地
域
文

化
の
創
造
・
発
信
に
も
つ
な
が
る
」
（
文

化
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
平
山
征
夫
会
長

あ
い
さ
つ
か
ら
抜
粋
）
と
の
観
点
か
ら

開
か
れ
、
今
年
で
二
回
目
。

　
今
回
の
「
味
わ
う
・
ア
ジ
ア
か
わ
に

し
篇
」
は
こ
れ
に
呼
応
し
た
も
の
で
、

ア
ジ
ア
を
「
目
と
耳
と
口
」
で
昧
わ
お

う
と
い
う
も
の
。
初
日
の
七
月
十
三
日

は
小
栗
康
平
監
督
映
画
「
眠
る
男
」
の

上
映
。
翌
十
四
日
に
も
同
映
画
が
上
映

さ
れ
大
勢
の
皆
さ
ん
が
鑑
賞
。
夕
方
に

は
、
上
野
西
永
寺
で
イ
ン
ド
音
楽
演
奏

会
が
開
か
れ
、
シ
タ
ー
ル
奏
者
中
村
仁

氏
、
タ
ブ
ラ
奏
者
逆
瀬
川
健
治
氏
、
タ

ン
プ
ー
ラ
奏
者
古
川
瑞
枝
氏
に
よ
る
イ香が焚かれ、気分はまさにインド

ン
ド
音
楽
の
世
界
に
浸
り
ま
し
た
。

　
演
奏
後
は
ア
ジ
ア
を
昧
わ
う
パ
ー
テ

ィ
ー
と
な
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、

韓
国
、
イ
ン
ド
、
日
本
そ
れ
ぞ
れ
の
料

理
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
、
い
な
が
ら
に

し
て
ア
ジ
ア
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
主
催
し
た
川
西
町
青
年
団

体
連
合
組
織
Y
A
R
O
U
K
A
I
の
メ

ン
バ
ー
は
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
各

会
場
の
準
備
や
運
営
に
当
た
っ
て
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
）
　
　
　
業
　
で

学
鯛
ま
鵬
蜘

炎
中
臼
轟
復
待

錨
騨
濃
犠

縛
講
月
撮
課
藪
驚
参

　
　
　
　
　
8
盤
設
計
ま
ご

縣
開
灘
腱
欝　騨蒙ず。　　　　　　　　ま各メ団まに料・テ　　所狭しと並ぶ各国の料理
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ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
が
ん
ば
る
ジ
ュ
ニ
ア
　
　
　
…

　
　
　
型
・
技
が
決
ま
る
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
七
月
十
四
日
、
下
田
村
総
合
体
育
館
嘲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

で
行
わ
れ
た
第
十
二
回
新
潟
県
少
年
空
引

手
道
選
手
権
に
出
場
し
た
空
手
道
協
会
“
一

の
ジ
ュ
ニ
ァ
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
練
習
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
　
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

立
派
な
成
績
を
納
め
ま
し
た
。
入
賞
者
釧

を
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
障

◆
小
学
生
低
学
年
「
男
子
型
」
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
二
位
　
高
橋
直
一
（
仙
田
小
二
年
生
）
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

◆
小
学
生
中
学
年
「
女
子
型
」
　
　
　
　
釧

　
二
位
　
保
坂
ゆ
か
り
（
橘
小
四
年
生
）
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

◆
小
学
生
高
学
年
「
型
」
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
優
秀
選
手
賞
（
ベ
ス
ト
8
）
　
　
　
　
嘲

　
　
　
　
星
名
佑
太
（
千
手
小
六
年
生
）
“
一

◆
小
学
生
高
学
年
「
組
手
」
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
二
位
　
星
名
佑
太
（
千
手
小
六
年
生
）
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
騨
麟
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廟

　
　
　
　
　
　
　
　
翻
響
輪
鱗
一

　
　
　
　
　
　
　
　
，
．
灘
灘
灘
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎
翻
腰
⇔
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

な
め
こ
の
発
表
で

　
　
　
　
見
事
最
優
秀
賞
を
受
賞

　
七
月
十
三
日
～
十
四
日
、
長
岡
市
で

行
わ
れ
た
第
36
回
新
潟
県
農
村
青
少
年

技
術
交
換
大
会
に
、
G
H
F
の
代
表
と

し
て
十
日
町
市
の
青
年
二
人
と
出
場
し

た
木
落
の
田
口
隆
淳
さ
ん
は
、
　
「
な
め

こ
の
出
荷
規
格
統
一
」
と
題
す
る
発
表

を
行
い
、
見
事
、
最
優
秀
賞
と
グ
リ
ー

ン
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
発
表
は
、
十
日
町
市
と
川
西
町
両
農

協
の
な
め
こ
の
出
荷
規
格
を
切
り
口
に
、

出
荷
量
や
販
売
経
費
、
労
力
な
ど
の
諸

点
に
つ
い
て
比
較
分
折
し
た
も
の
で
、

農
業
を
経
営
的
に
と
ら
え
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
受
賞
し
た
田
口
さ
ん
た
ち
は
、
県
代

表
と
し
て
、
来
年
沖
縄
県
で
開
か
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
鎌
蕪

φ
◆
ち
◆
嘩
◆
聾
◆
毒
◆
侮
◆
聾
◆
ち
◆
も
◆
も
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
・
尋
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
奉
◆
毒
◆
奪
◆
聾
◆
肇
◆
警
◆
毒
◆
奪
◆
ち
◆
墾
◆
ち
◆
も
◆
墾
◆
も
◆
墾
◆
も
◆
邑
．
◆

　
　
じ
ょ
ん
の
び
し
ょ
ぜ
の

　
　
　
　
あ
っ
た
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
始
ま
る

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
県
と
町
の
助

成
を
受
け
、
今
年
か
ら
三
年
問
の
継
続

事
業
と
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
「
あ

っ
た
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
。
ま
ず

は
七
月
十
日
に
「
仁
田
じ
ょ
ん
の
び
会
」

が
仁
田
公
民
館
で
発
会
式
を
行
い
、
続

い
て
七
月
二
十
日
に
「
ほ
の
ぼ
の
は
つ

か
会
」
が
中
屋
敷
公
民
館
で
産
声
を
あ

げ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
七
十
歳
以
上
の
お
年

寄
り
が
定
期
的
に
公
民
館
や
集
会
場
等

に
集
り
、
一
日
ゆ
っ
た
り
と
語
ら
う
場

を
設
け
な
が
ら
、
地
域
の
人
と
の
輪
を

広
げ
、
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

したメンバー、左端が

確
立
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
狙
い
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
県
が

進
め
て
い
る
も
の
で
、
郡
市
内
で
は
中

里
村
に
続
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　仁田じょんのび会、

　　　　　参加者は64人
⑤8．8．10



　　7月18日　松葉荘

　ことし喜寿のお祝いを迎え

られた万は67人。大正8年4

月2日から大正9年4月1日
までに生まれた満77歳の方が

対象です。当日は50人が集い
ました。

（
町
内
順
に
掲
載
・
敬
称
略
）

千
手
地
区
　
三
十
二
人

坪あ伊沖木　寺　中学神田東栄発　発山　中　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 電　　　電
　ね”　”＿　””　””屋校”社ノノ中善”　盟〃〃題野〃〃島
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引数村高保柄数清南川清羽小川田清太酒半茂江尾樋藤数畠中関齋
間藤山橋坂澤藤水雲崎水鳥林上辺水田井藤野口身口巻藤山嶋口木
　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　タ　 ウ　 ソ　　　　　　サ
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第26回町内小学校
親善水泳大会結果

7月26日

上野小学校プール
＊は大会新記録

【男子】

5年自由形25メートル

①丸山祐樹（橘）②星野拓己（橘）③大久保晶史（橘）

同50メートル

　①太田孝政（千手）②藤巻　裕（橘）③佐藤恭介（千手）

同100メートル

　①佐藤恭介（千手）②藤巻　裕（橘）

5年平泳ぎ50メートル

　①富井　嶺（上野）②高橋保弘（千手）③永井明光（橘）

同100メートル

①高橋保弘（千手）②太田孝政（千手）

5年背泳ぎ50メートル

①金井洋介（千手）②片桐拓哉（橘）③山口大樹（橘）

5年バタフライ25メートル

①小野塚聡（千手）②永井明光《橘）

同50メートル

①小野塚聡（千手）

5年個人メドレー100メートル

①金井洋介（千手）

5年200メートルリレー（50M×4）

①千手小チーム（小野塚聡、高橋保弘、太田孝政、金井洋介）

②橘小チーム（片桐拓哉、永井明光、山口大樹、藤巻　裕〉

③上野小チーム（上村亮介、江口貴洋、田村正宗、富井　嶺）

5年200メートルメドレーリレー（50M×4）

①千手小チーム（金井洋介、高橋保弘、小野塚聡、太田孝政）

　②橘小チーム（片桐拓哉、山口大樹、永井明光｛藤巻　裕）

6年自由形25メートル

　①星名亮輔（千手）

同50メートル

　①丸山良和（仙田）②押木和久（上野）③小林一将（千手）

同100メートル

＊①南雲悠延（千手）②片桐俊一（上野）②押木和人（上野）

6年平泳ぎ50メートル

　①五十川雅彦（千手）②高橋直隆（千手）③上村和輝（上野）

同100メートル

①上村和輝（上野）②小林祐樹（上野）③上村晃一（上野）

6年背泳ぎ50メートル

①高橋直隆（千手）②登坂竜也（仙田）②山崎　徹（橘）

6年バタフライ25メートル

①星名佑太（千手）②山口政志（橘）③羽鳥裕史（橘）

同50メートル

＊①南雲悠延（千手〉②高橋隼（仙田）③山口政志（橘）

6年個人メドレー100メートル

①片桐俊一（上野）②五十川雅彦（千手）③星名佑太（千手）

6年200メートルリレー（50M×4）

　　①千手小Aチーム（高橋直隆、五十川雅彦、星名佑太、南雲悠延）

　　②上野小Aチーム（押木和人、清水敬太、上村晃一、片桐俊一）

　　③仙田小チーム（登坂竜也、丸山良和、高橋　隼、高橋大輔）

　6年200メートルメドレーリレー（50M×4）

　　①千手小チーム（高橋直隆、五十川雅彦、南雲悠延、星名佑太）

　　②上野小チーム（上村雄一郎、小林祐樹、片桐俊一、押木和人）

　　③仙田小チーム（登坂竜也、高橋大輔、高橋　隼、丸山良和）

⑦8．8．10

【女子】

5年自由形25メートル

　①中條愛（仙田）②南雲愛美（仙田）③押木秀美（上野）

同50メートル

※①平野菜菜子（千手〉②樋口恵美（仙田）③羽鳥奈津希（橘）

同100メートル

　①丸山沙由美（千手）②小柳可菜子（上野）③羽鳥奈津希（橘）

5年平泳ぎ50メートル

　①丸山沙由美（千手）②丸山慶子（橘）③南雲すみれ（千手）

同100メートル

　①丸山慶子（橘〉②南雲すみれ（千手）③登坂祥子（千手）

5年背泳ぎ50メートル

※①平野菜菜子（千手）②小林エミ（上野）③渡貫紀子（上野）

5年バタフライ25メートル

①丸山美奈子（千手）②保坂陽未（千手）③小柳可菜子（上野）

同50メートル

①丸山美奈子（千手）②保坂陽未（千手）③涌井幸子（橘）

5年個人メドレー100メートル

①渡貫紀子（上野）②涌井幸子（橘）

5年200メートルりレー（50M×4）

※①千手小Aチーム（丸山美奈子、丸山沙由美、南雲すみれ、平野菜菜子）

②上野小Aチーム（片桐亜寿子、渡貫紀子、小柳可菜子、小林エミ）

③橘小チーム（羽鳥奈津希、涌井幸子、丸山慶子、村越藍子）

5年200メートルメ・ドレーリレー（50M×4〉

※①千手小Aチーム（平野菜菜子、南雲すみれ、丸山美奈子、丸山沙由美）

②上野小チーム（片桐亜寿花、渡貫紀子、小柳可菜子、小林エミ）

③橘小チーム（涌井幸子、丸山慶子、村越藍子、羽鳥奈津希）

6年自由形25メートル

　①高橋美希（千手）

同50メートル

　①片桐美穂（橘〉②高橋美恵子（上野）③木村　涼（橘）

同100メートル

①片桐美穂（橘）

6年平泳ぎ50メートル

　①羽鳥ゆき（千手）②小幡　愛（橘）③内山葉子（千手）

同100メートル

①羽鳥ゆき（千手）②小幡　愛（橘）③藤巻　希（橘）

6年背泳ぎ50メートル

①木村　涼（橘）②星野秀美（橘）③根津奈緒美（上野）

6年バタフライ25メートル

①山口めぐみ（橘）

同50メートル

　①押木香織（上野）

6年個人メドレー100メートル

①押木香織（上野）②山口めぐみ（橘）

6年200メートルリレー（50M×4）

①上野小チーム（小熊祥子、田畑のぞみ、高橋美恵子、押木香織）

②橘小チーム（星野秀美、小幡　愛、木村　涼、片桐美穂）

③千手小チーム（柄沢久恵、内山葉子、関口明日香、羽鳥ゆき）

6年200メートルメドレーリレー（50M×4）

①上野小チーム（根津奈緒美、田畑のぞみ、押木香織、高橋美恵子）

②仙田小チーム（登坂葉月、小林佐季子、樋口恵美、樋口未央）



第
二
回

川
西
町
皇
居
奉
仕
団
報
告

　
　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
鈴
木
義

　
昨
年
は
、
川
西
町
奉
仕
団
の
創
立
と

第
一
回
皇
居
奉
仕
団
の
派
遣
を
行
い
ま

・
し
た
。
二
回
目
と
な
る
本
年
は
、
六
月

十
六
日
の
早
朝
、
南
雲
町
長
の
力
強
い

激
励
と
田
村
世
話
人
以
下
関
係
の
方
々

の
見
送
り
を
い
た
だ
き
、
勇
躍
上
京
の

途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
ご
奉
仕
の
一
日
目
は
、
東
御
苑
の
一

画
、
桃
華
楽
堂
、
書
陵
部
、
北
桔
橋
門

周
辺
の
除
草
を
行
い
、
伏
見
櫓
を
背
景

に
記
念
写
真
を
パ
チ
リ
。
二
日
目
は
、

大
道
庭
園
か
ら
宮
中
三
殿
、
桑
園
、
水

田
、
御
学
問
所
を
経
て
、
平
蔵
門
附
近

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
折
り
し
も
ご

帰
京
と
な
っ
た
紀
宮
様
を
、
平
蔵
門
内

で
整
列
し
て
お
出
迎
え
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
、
赤
坂
御
用
地
に
向
い
、

広
い
庭
園
の
一
画
で
記
念
撮
影
。
庭
園

を
一
巡
し
て
梅
林
の
下
草
刈
り
、
十
一

時
に
は
東
宮
御
所
前
の
広
場
で
皇
太
子

殿
下
・
雅
子
妃
殿
下
の
ご
会
釈
を
賜
わ

り
、
四
県
六
団
体
一
九
三
名
を
代
表
し

両
殿
下
の
万
歳
三
唱
の
先
達
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
感
激
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
四
日
目
は
、
宮
殿

の
中
庭
及
び
南
庭
の
大
刈
込
の
下
を
通

り
、
表
御
所
の
中
庭
で
芝
生
内
の
草
取

り
や
植
込
み
の
手
入
れ
、
こ
こ
は
川
西

町
の
十
七
名
だ
け
で
、
係
官
か
ら
丁
寧

な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
定
刻
、
蓮
池

休
所
内
で
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
と
紀
宮

殿
下
の
ご
会
釈
を
い
た
だ
き
、
天
皇
陛

下
か
ら
は
直
接
お
言
葉
を
賜
り
、
感
激

で
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
忙
中
閉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶

あ
り
て
、
全
員
が
一
度
だ
け
揃
っ
て
浅

　
　
せ
ん
そ
う
じ

草
・
浅
草
寺
を
参
拝
、
ご
奉
仕
の
無
事

を
祈
り
ま
し
た
。
つ
か
の
間
の
休
養

と
な
っ
た
東
京
散
歩
で
は
、
団
員
一
人

ひ
と
り
の
自
覚
と
一
致
協
力
の
大
切
さ

を
知
り
、
友
情
と
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

宮
内
庁
の
高
官
や
担
当
係
員
、
郷
土
の

方
々
か
ら
は
陰
に
陽
に
温
か
い
配
慮
を

い
た
だ
き
、
奉
仕
団
の
大
き
な
支
え
で

あ
っ
た
こ
と
を
、
改
め
て
報
告
し
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皇
室
を
敬
愛
し
、
同
行
の
皆
様
と
の

「
一
期
一
会
」
を
大
切
に
、
気
力
と
体

力
の
続
く
限
り
協
力
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
七
十
歳
以
下
の
年
齢
制
限

も
あ
り
ま
す
が
「
有
言
実
行
」
の
気
骨

の
あ
る
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
関
係
の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
て
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

暴走行為はみんなの迷惑
1淘竈燈懸恥　　　　爵后1．、∠．，逗β

審響灘　　　騰埼．騰諺じ
　　験愚審鷹曜論　　　1幹・　一・・　一

圏暴

　暴走行為を見聞きしたら110番通報をお願い
　します。　　‘

、吋11・φ lllI◆，5111rひ，IIII・φ，III匹φ IIl』0・、llIIψ III，・φ．llI』ρ・、1“1ψ ll一1ゆ、llllφIIP＜レ・llII刷レ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず
　　暴走による事故もさることながら、昨年1年　　1
　問の交通事故死亡者の約2割がバイク乗車中の　　1
　ものです・このうちの約65パーセントを16～24歳　　1

　の若年層が占めています。普段から，安全運転に　　1
　努めましょう。　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

　　　　　　　　交通事故死者数　　　　　　　　　！
　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　人　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

叩0『1畑　弊　　　乳000i

脚，磐射「『「『嵯

十日町市・川西町・津南町・中里村
十日町警察署・（財）十日町地区交通安全協会

　　郡市交通安全対策協議会

　　暴走族対策専門部会
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川
西
町
へ
の
歩
み
⑥

川
西
町
誕
生
の
秘
話
②

語
る
人

　
和
久
井
精
一
　
元
町
議
会
議
長

　
金
山
　
良
晃
　
元
合
併
事
務
局
職
員

　
上
村
　
辰
栄
　
元
合
併
事
務
局
職
員

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

吉
田
は
な
ぜ
十
日
町
へ

　
金
子
　
吉
田
村
は
十
日
町
へ
合
併
の

理
由
と
し
て
①
経
済
的
に
十
日
町
へ
八

割
が
た
依
存
　
②
県
道
を
十
日
町
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
改
修
　
③
浅
ヶ
原
貯
水

池
周
辺
を
観
光
地
に
開
発
、
の
三
点
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
に
も
つ
な
が

り
の
深
い
千
手
町
に
隣
接
し
、
合
併
す

れ
ば
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
と
思
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
む

吉
田
村
が
、
川
西
郷
に
背
い
て
十
日
町

を
選
ん
だ
の
は
な
ぜ
で
し
た
か
。

　
金
山
　
十
日
町
は
吉
田
村
も
千
手
町

も
欲
し
く
て
、
そ
れ
だ
け
に
働
き
か
け

が
強
か
っ
た
。
　
「
寄
ら
ば
大
樹
」
の
心

理
を
う
ま
く
突
か
れ
た
面
も
あ
る
。

　
和
久
井
　
十
日
町
は
、
吉
田
や
千
手

だ
け
で
な
く
て
上
野
や
橘
に
も
熱
い
エ

ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
千
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
と
一
緒
に
な

ら
な
け
れ
ば
新

生
＋
日
町
市
の

発
展
は
望
め
な

い
、
何
と
し
て

岩
瀬

金
　
子
　
幸
　
作

も
引
き
入
れ
た
い
と
首
脳
部
が
全
力
投

球
で
合
併
工
作
に
奔
走
し
た
フ
シ
が
あ

る
。
あ
る
夜
、
十
日
町
の
某
有
力
者
か

ら
私
の
所
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

「
オ
ラ
ほ
う
の
実
力
者
が
二
人
、
い
ま

ハ
イ
ヤ
ー
で
そ
っ
ち
へ
向
か
っ
た
、
川

西
郷
を
割
り
た
く
な
か
っ
た
ら
警
戒
し

ろ
」
と
い
う
内
容
だ
っ
た
が
、
そ
の
旧

は
雨
の
降
る
晩
で
、
し
か
も
真
夜
中
と

あ
っ
て
は
車
の
手
配
も
ま
ま
な
ら
ず
、

ど
う
に
も
動
け
な
か
っ
た
。

　
上
村
　
十
日
町
は
千
手
町
と
の
合
併

を
と
く
に
強
く
望
ん
で
い
た
。
四
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
の
い
ま
も
十
日
町
に
は
そ
の
シ
タ
ジ

が
あ
る
。
当
時
は
さ
ま
ざ
ま
な
デ
マ
が

と
ん
で
疑
心
暗
鬼
も
し
た
が
、
さ
す
が

は
千
手
町
で
十
日
町
と
合
併
す
る
よ
う

な
気
配
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
吉
田

村
は
十
日
町
に
呼
び
か
け
ら
れ
て
村
が

混
乱
し
て
も
、
最
後
に
は
川
西
へ
来
て

く
れ
る
も
の
と
楽
観
し
て
い
た
。

　
金
山
　
吉
田
村
の
動
き
が
お
か
し
い

と
情
報
が
入
っ
た
と
き
、
鐙
坂
方
面
は

と
も
か
く
、
浅
ヶ
原
か
ら
こ
っ
ち
は
川

西
に
来
る
と
思
っ
て
話
を
す
す
め
て
い

た
、
そ
の
矢
先
で
残
念
だ
っ
た
。

　
　
　
　
お
お
や
け

　
和
久
井
　
公
に
も
、
ま
た
、
水
面
下

で
も
、
十
日
町
か
ら
の
誘
い
は
す
ご
か

っ
た
。
あ
る
日
、
十
日
町
側
が
我
田
引

水
と
も
い
え
る
構
想
を
持
ち
か
け
て
懇

請
し
た
と
き
、
中
村
壮
吉
千
手
町
長
が

「
お
前
さ
ん
方
が
”
北
越
北
線
の
停
車

場
を
千
手
に
造
る
”
と
約
束
し
て
く
れ

　
　
　
　
　
　
あ
し
た

れ
ば
、
オ
ラ
は
明
日
に
で
も
十
日
町
と

合
併
し
ま
す
」
と
い
っ
た
っ
け
。

真
人
は
な
ぜ
小
千
谷
へ

　
金
子
　
真
人
村
も
川
西
郷
に
属
し
て

お
互
い
に
何
で
も
よ
く
知
り
合
っ
た
仲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
し
た
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
け
に
、
小
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
へ
走
っ
た
と

　
き
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ー
婁
ー
　
　
　
　
大
変
な
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。
い
っ
た
い
、
裏
に
は
何
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
和
久
井
　
真
人
村
の
指
導
層
の
ほ
と

ん
ど
が
旧
制
小
千
谷
中
学
の
出
身
で
、

当
事
者
に
友
好
的
つ
な
が
り
の
深
か
つ

た
こ
と
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
で

十
日
町
圏
の
生
活
の
派
手
さ
よ
り
も
、

地
味
な
小
千
谷
圏
域
の
ほ
う
が
暮
ら
し

や
す
い
と
判
断
し
た
こ
と
も
理
由
に
な

ろ
う
。
も
う
ひ
と
つ
、
真
人
村
に
は
取

り
残
さ
れ
る
と
お
お
ご
と
だ
と
い
う
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
ち

せ
り
が
あ
っ
た
、
な
に
せ
山
地
が
多
い

の
で
、
持
ち
扱
い
を
考
え
た
他
町
村
か

ら
仲
問
外
れ
に
さ
れ
る
こ
と
を
た
め
ら

っ
た
、
そ
う
い
う
点
で
は
小
千
谷
を
選

ん
だ
ほ
う
が
賢
明
だ
っ
た
ろ
ケ
。

　
上
村
　
真
人
沢
を
通
っ
て
た
ま
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
憶
が
あ
る
。

こ
ん
な
に
奥
深

い
沢
の
集
落
ま

で
川
西
町
に
な

っ
て
い
た
ら
、

行
政
の
手
が
充
分
に
届
い
た
だ
ろ
う
か

と
思
っ
た
。
だ
か
ら
、
千
手
町
が
真
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ば

村
に
対
し
て
「
来
る
も
の
拒
ま
ず
」
と

い
っ
た
気
持
ち
が
わ
か
ら
な
い
で
も
な

か
っ
た
。
真
人
の
離
友
は
き
び
し
く
反

省
評
価
さ
れ
た
が
、
千
手
の
衆
が
「
来

た
け
れ
ば
ど
う
ぞ
」
と
い
う
態
度
を
と

っ
た
こ
と
で
小
千
谷
に
傾
い
た
と
み
る

の
が
妥
当
な
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
つ

　
金
山
　
川
西
郷
六
町
村
の
歴
史
や
睦

み
合
い
を
考
え
る
と
、
真
人
村
も
当
然

こ
っ
ち
へ
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
な
の
に
、
国
鉄
固
定
資
産
税
で
勢

い
の
良
か
っ
た
千
手
町
の
態
度
に
反
発

し
た
村
の
首
脳
が
、
不
本
意
で
は
あ
る

が
川
西
郷
を
離
れ
る
こ
と
を
決
断
し
た

と
い
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
仙
田
村
が
合
併
を
決
断

　
金
子
　
千
手
町
と
上
野
村
が
、
吉
田

と
真
人
を
失
っ
た
痛
手
を
仙
田
村
に
ラ

ブ
コ
ー
ル
し
た
、
そ
れ
で
仙
田
が
合
併

に
動
い
た
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

　
せ
っ
た
　
　
お
お
む
ら

「
仙
田
は
大
村
で
山
地
で
、
合
併
し
て

　
お
お
め
し
ぐ
ら

も
大
飯
喰
い
で
…
」
と
反
対
す
る
首
長

や
議
員
の
い
た
こ
と
も
事
実
で
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
仙
田
村
が
あ
え
て
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
へ
ん

併
を
決
断
し
た
ゆ
え
ん
は
那
辺
に
…
。

　
和
久
井
　
仙
田
村
は
臼
倉
が
、
と
く

に
小
臼
倉
の
衆
が
「
オ
ラ
は
橘
へ
行
き

た
い
」
と
い
う
強
い
願
い
を
も
っ
て
い

た
。
革
新
的
だ
っ
た
小
臼
倉
集
落
の
動

向
が
合
併
の
導
火
線
に
な
っ
た
と
い
え

る
の
で
は
な
い
か
。
古
来
、
臼
倉
は
橘

と
深
い
交
流
が
あ
り
、
親
戚
、
知
己
、

友
人
も
多
く
て
、
ほ
か
の
仙
田
谷
の
人

た
ち
が
想
像
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
親

密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
県
の
合
併
案
が

示
さ
れ
た
と
き
に
、
橘
村
が
、
当
初
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な

川
西
郷
六
力
町
村
の
大
同
合
併
を
唱
え

た
の
も
む
べ
な
る
か
な
と
い
え
る
。

　
上
村
　
仙
田
村
は
押
木
仲
治
村
長
が

合
併
に
乗
り
気
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

ど
う
い
う
態
度
に
出
て
く
る
の
か
、
事

務
局
の
関
心
事
だ
っ
た
。

　
金
山
　
仙
田
村
の
大
半
は
千
手
、
上

野
に
菩
提
寺
が
あ
っ
て
因
縁
が
深
く
、

ま
た
、
伊
勢
平
治
の
観
音
様
に
は
家
内

安
全
や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、
出
征
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
は
武
運
長
久

き
し
て
峠
を
越
え
、

馬
飛
ば
せ
を
楽
し
み
、

　
　
　
き
ず
な

ち
も
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
。

の
面
か
ら
い
え
ば
、

　
か
い
そ
う

へ
買
相
に
出
た
長
い
歴
史
が
あ
る
。

こ
で
一
緒
に
な
れ
ば
村
も
町
に
昇
格
す

る
と
喜
び
、
何
の
抵
抗
も
な
く
合
併
に

傾
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

を
祈
っ
た
。
＋

七
夜
は
村
を
あ

　
げ
て
の
大
き
な

祭
り
で
、
早
起

参
詣
後
は
出
店
や

馬
主
や
騎
手
た

　
　
　
　
　
生
活

米
つ
く
り
や
千
手

　
　
　
　
　
　
こ

40年前に思いをはせる。金山、和久井

上村、金子の各氏
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息
ら
く
ら
く
教
室
開
講

◆
期
日
　
左
記
の
四
回
コ
ー
ス
と
な
り

　
ま
す
。

九
月
四
日

午
後
一
時
～
四
時

〃
＋
八
日

〃

＋
月
九
日

午
前
十
時
三
十
分
～
午

後
三
時
三
＋
分

〃
二
＋
吾

午
後
一
時
～
四
時

◆
場
所
　
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉

　
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

◆
対
象
者
　
肺
気
腫
、
気
管
支
炎
、
じ

　
ん
肺
な
ど
に
よ
り
、
息
切
れ
、
疾
な

　
ど
の
症
状
で
お
困
り
の
方
。

◆
内
容
　
肺
機
能
検
査
、
医
師
の
講
話

　
や
生
活
指
導
な
ど
。

◆
参
加
費
検
査
料
と
し
て
三
〇
〇
円

　
（
三
回
目
に
集
め
ま
す
。
）

◆
申
込
先
　
八
月
十
六
日
ま
で
に
十
日

　
町
保
健
所
地
域
保
健
課
（
智
五
七
ー

　
二
四
〇
〇
）
へ
。

　
第
十
八
回
町
民
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）
参
加
者
募
集

◆
日
時
　
八
月
二
十
五
日
、
午
前
九
時

　
試
合
開
始

◆
場
所
　
町
総
合
体
育
館

◆
種
目
　
ダ
ブ
ル
ス
（
小
四
年
生
以
下

　
の
組
、
小
五
・
六
年
生
男
子
及
び
女

　
子
の
組
、
中
学
生
男
子
及
び
女
子
の

　
組
）

◆
試
合
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

◆
参
加
資
格
　
町
内
の
小
・
中
学
校
に

　
在
学
し
て
い
る
生
徒

◆
申
込
先
　
八
月
二
十
四
日
ま
で
に
町

　
教
育
委
員
会
社
会
体
育
係
（
奮
六
八

　
ー
二
工
ハ
七
）
へ
。

ト
ラ
イ
！
一
〇
〇

◆
内
容
　
五
人
で
一
チ
ー
ム
を
編
成
し

　
チ
ー
ム
単
位
で
一
〇
〇
日
問
（
九
月

　
二
＋
三
日
～
＋
二
月
三
＋
一
日
）
無

　
事
故
・
無
違
反
に
取
り
組
む
も
の
で
、

　
五
人
全
員
が
達
成
し
た
チ
ー
ム
を
表

　
彰
し
ま
す
。

◆
参
加
資
格
　
県
内
居
住
者
又
は
県
内

　
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人
で
、
原

　
付
免
許
以
上
の
運
転
免
許
を
持
っ
て

　
い
る
人
な
ど
。

◆
申
込
先
　
八
月
三
十
日
ま
で
に
警
察

　
署
又
は
役
場
総
務
課
交
通
防
災
係

　
（
所
定
の
申
込
書
あ
り
、
盈
六
八
－

　
三
一
一
一
内
線
三
〇
五
）
へ
。

農
業
用
軽
油
の

　
　
　
　
免
税
証
の
交
付

◆
日
時
　
八
月
二
十
六
日
　
午
前
十
時

　
～
午
後
三
時

◆
場
所
十
日
町
総
合
庁
舎
第
一
会

議
室

◆
必
要
書
類
　
免
税
軽
油
使
用
者
証
ま

　
た
は
免
税
証
共
同
交
付
申
請
明
細
書
、

　
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員
会
証

　
明
の
も
の
V
、
印
鑑
（
共
同
の
場
合

　
は
全
員
の
印
鑑
）
、
機
械
を
購
入
し

　
た
場
合
は
、
販
売
証
明
書
と
カ
タ
ロ

　
グ
、
免
税
証
交
付
申
請
書
（
交
付
会

　
場
に
あ
り
）

◆
注
意
事
項

道
路
運
送
車

両
法
第
四
条

　
の
規
程
に
よ

　
り
登
録
を
受

　
け
て
い
る
機

　
械
は
対
象
外
。

　
　
．
．
　
　
簸

り
な
ぐ
も
　
ヤ
ヤ
き
ウ

藝
箋
罪
糀

磁4
　
　
形

〆
　
鋪
自

　
大
口
生
産
組
合
の
方
は
、
即
日
交
付

　
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
十
日
町
財
務
事
務

　
所
課
税
課
（
盈
五
七
ー
五
五
一
二
）

家
庭
介
護
教
室
開
講

◆
日
程基礎

講座

1
回
8月25日（日）

午前

9時

～
1
1
時
3
0
分

2
回
9月1日（日）

技術
アップ

講座

1
回
10月27日（日）

2
回
11月10日（日）

施設実習
11月11日～11月

22日の中で1日

午前9時
30分～午後

4時30分

◆
会
場
　
フ
ァ
ミ
ー
ル
川
西
及
び
あ
弄

　
ね
園

◆
内
容

●
基
礎
講
座
…
介
護
演
習
（
清
潔
・
排

　
泄
・
食
事
）
・
調
理
実
習

●
技
術
ア
ッ
プ
講
座
…
理
学
療
法
士
に

　
よ
る
講
義
・
演
習
（
身
体
の
動
か
し

　
方
・
リ
ハ
ビ
リ
）
・
医
師
の
講
話
、
健

　
康
劇

●
施
設
実
習
…
老
人
ホ
ー
ム
で
の
介
護

　
実
習

　
こ
れ
ま
で
の
教
室
修
了
者
及
び
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
、
技
術
ア
ッ
プ
講

　
座
か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

◆
申
込
先
　
八
月
二
十
日
ま
で
に
役
場

　
住
民
課
保
健
係
（
暦
六
八
－
三
二

　
一
　
内
線
二
〇
七
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
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◆
．
肇
◆
奪
◆
，
毒
◆
、
看
．
◆
‘
辱
◆
・
辱
◆
垂
．
◆
．
善
．
◆
・
邑
7
◆
己
毒
◆
・
孝
◆
一
毒
◆
・
寺
◆
・
一
＝
7
◆
も
．
◆
・
警
◆
・
一
＝
7
◆
一
…
7
◆
一
…
7
◆
・
…
曹
．
◆
・
…
．
．
◆
・
…
曹
．
◆
・
一
　
一
7
◆
・
…
．
．
◆
－
…
．
．
◆
一
…
曹
．
◆
一
7
一
一
－
．
◆
一
…
．
．
◆
一
…
7
◆
一
一
一
冒
．
・
◆
‘
一
一
一
・
◆
一
一
一
＝
・
◆
一
…
－
・
◆
・
…
7
◆
・
一
一
－
・
◆
・
寺
◆
・
一
一
　
7
◆
・
…
一
・
◆
一
毒
◆
毒
◆
・
一
一
＝
・
◆
、
畠
一
一
・
◆
、
…
・
◆
■
菖
一
7
◆
亀
一
・
◆
亀
7
◆
一
寺
◆
毒
◆
，
毒
◆
甲
一
一
－
一
・
◆
一
甲
＝
7
◆
一
…
7
◆
9
…
7
◆
一
一
一
甲
7
◆
’
一
申
－
7
◆
’
…
－
・
◆
、
一
一
一
7
◆
一
一
一
冨
・
◆
一
毒
◆
’
一
…
・
◆
■
一
＝
7
◆
『
号
◆
≒
◆
一
…
7
◆
一
一
一
冒
7
◆
p
一
3
7
◆
一
＝
層
7
◆
一
章
◆
’
一
一
冒
7
◆
一
毒
◆
も
，
◆
毒
◆
も
▼
◆
毒
◆
墾
◆
等
◆
・
毒
◆
毒
◆
’
筆
◆
も
7
◆
i
等
◆
9
摯
◆
毒
◆
■
℃
◆
も
，
◆
曾
辱
◆
曾
辱
◆
，
…
一
■

　　　　　目　意、r

　　　　　　　　　　　　（敬称略）

防災に

㈱大和伸管所（和光市）

㈱大和伸管所・新潟工場（仁田）

　　　　　　家具転倒防止金具1，000個

　　　　　　緊急用ホイッスル960個

誕生40周年記念事業に
川西町簡保海外旅行交友会　　10万円

会長平野正義外33名

暮らしのカレンダー

10

絵　　　　　　　　　　　　　　　　　翻
⑲

難、 心配ごと相談（高齢者コミセン）

12 交通事故相談所（十日町市役所）

13

14

15

16

17

獺il、 家庭の日
心配ごと相談（克雪センター）

19

20
健康相談（保健センター）
三種・二種混合予防接種（克雪センター）

21 すくすく教室（総合センター）

22
住民検診事後指導会（高齢者コミセン）
三種・二種混合予防接種（総合センター）

23

住民検診事後指導会（午前：高原田公民館、

　　　　　　午後：沖立部落センター）

三種・二種混合予防接種（高齢者コミセン）

24

…籔難 心配ごと相談・行政相談（総合センター）

26 2歳児健診（保健センター）上野しちんちまつり（26・27）

27

住民検診事後指導会（午前：山野田公民館、

　　　　　　午後：東善寺四郎兼集落センター）

三種・二種混合予防接種（上野コミセン）

28
住民検診事後指導会（保健センター）
納税振替日

27

住民検診事後指導会（午前：川辺集落センター、

　　　　　　午後：木落構造改善センター）

三種・二種混合予防接種（総合センター）

30 リハビリ教室

31

『灘『『

　　◎　　　　　　　　　　　　　　　　　鶏

心配ごと相談・行政相談（上野コミセン）

2 4カ月児健診（保健センター）

3
住民検診事後指導会（午前：赤谷集落センター、

　　　　　　午後：岩瀬集落センター）

4
住民検診事後指導会（午前：室島集落センター、

　　　　　　午後：仙田コミセン）

5 町誕生40周年記念式典

6
住民検診事後指導会（午前：臼倉集落センター、

　　　　　　午後：大臼倉集落センター）

7
購霧、Pi 心配ごと相談（高齢者コミセン）

9
交通事故相談所（十日町市役所）
3歳児健診（保健センター）

10
住民検診事後指導会（田戸公民館）
ママさん教室（保健センター）

◎國は日曜日

◎時間など詳しくは、広報お知らせ

　版をご覧ください。



　
防
災
グ
ッ
ズ
を

　
　
　
　
　
　
お
分
け
し
ま
す

　
前
ぺ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
し
た
「
家
具

転
倒
防
止
金
具
」
と
「
緊
急
用
ホ
イ
ッ

ス
ル
」
を
お
分
け
し
ま
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た

方
の
多
く
は
、
家
具
な
ど
の
転
倒
に
よ

る
圧
死
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
庭
で
の
震
災
対
策
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
防
災
グ
ッ
ズ
ご
希

望
の
方
は
、
役
場
総
務
課
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
お
分
け
で
き
る
個
数
は
次
の

と
お
り
で
す
。
な
く
な
り
し
だ
い
終
了

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
家
具
転
倒
防
止
金
具
　
八
○
○
個

　
一
世
帯
四
個
ま
で
と
し
ま
す
。

◎
緊
急
用
ホ
イ
ッ
ス
ル
　
七
〇
個

　
一
人
一
個
と
し
ま
す
。
　
（
小
・
中
学

生
に
は
学
校
を
通
じ
て
配
布
済
で
す
）

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、
防
災
は

日
常
の
工
夫
か
ら
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川
西
町
土
地
改
良
区

　
◆
職
種
及
び
人
数

　
　
一
般
事
務
職
員
　
男
子
一
名

　
◆
受
験
資
格

　
　
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
～
四
十
一

　
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人
で
、
学
歴
は

　
高
等
学
校
卒
業
以
上

　
◆
試
験
日

　
　
九
月
十
六
日
（
月
）
午
前
九
時
よ
り

　
◆
採
用
予
定
日

♪
嶋
小
わ
響

　
　
　
　
　
　
仔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
崎
正
風
選

　
登
り
来
し
十
国
峠
霧
の
中

　
湯
河
原
の
宿
女
郎
花
活
け
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

　
高
原
の
星
ふ
る
宿
の
静
け
さ
よ

　
上
棟
の
木
槌
の
音
や
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

　
月
見
草
あ
か
り
の
如
く
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
平

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

　
　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

　
　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

　
サ
ン
グ
ラ
ス
と
り
て
い
よ
い
よ
は
に
か
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
高
橋
　
荘
子

　
今
は
無
き
店
の
名
の
あ
る
団
扇
か
な

◆
句
碑
公
園
ひ
っ
そ
り
と
し
て
竹
の
春

齢
有
難
き
土
用
日
和
と
言
う
べ
か
り

御
あ
や
め
園
二
十
万
本
心
足
る

輔
月
山
の
赤
い
鳥
居
や
夏
木
立

碗
露
天
風
呂
あ
れ
は
漁
火
初
夏
の
宵

”
思
い
出
の
南
部
風
鈴
よ
く
鳴
れ
る

”
顔
の
汗
袖
で
拭
い
て
刈
り
進
む

◆
t
・
◆
も
’
◆
ら
7
◆
’
辱
◆
6
▼
◆
撫
◆
蟻
・
◆
毒
◆
9
辱
◆
ら
・
◆
”
撃
◆
壷
・
◆
・
毒
◆
も
・
◆
も
▼
◆
も
▼
◆
ム
マ
◆
6
マ
◆
爆
◆
曝
◆
曝
◆
墾
◆
嘩
◆
曝
◆
ち
◆
ら
◆
聾
◆
も
7
◆
曝
◆
も
▼
◆
邑
一
．
◆
、
毛
．
◆
．
乏
．
◆
．
も
．
◆

　
　
職
員
募
集

　
平
成
八
年
十
月
一
日

◆
申
込
書
の
請
求
先

　
川
西
町
土
地
改
良
区

◆
申
込
書
の
受
付
期
間

　
八
月
三
十
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

消
印
は
八
月
二
十
七
日
ま
で
有
効
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
川
西
町
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
盈
六
八
－
二
九
七
二

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

孫
と
居
て
星
を
数
う
る
涼
み
か
な

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

草
相
撲
三
本
抜
き
の
果
も
な
や

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

団
攣
や
生
姜
の
効
き
し
冷
奴

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
金
子

軒
下
に
薬
草
吊
し
土
用
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

三
国
越
す
鉄
塔
い
く
つ
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
上
町
高
橋

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中

　
　
　
　
　
八
王
子
市
松
浦

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田

蟻
一
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

　
　
　
　
　
　
山
野
田

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木

　
　
　
　
　
　
　
野
口

風
鈴
を
鳴
ら
し
て
風
の
行
き
に
け
り

ほ
た
る
火
の
越
え
て
淋
し
き
閉
校
舎

親
馬
鹿
と
知
り
つ
つ
配
る
夏
野
菜

ユ
ラ
ユ
ラ
と
や
ま
ぶ
き
螢
通
り
け
り

稲
の
葉
の
白
く
波
打
つ
土
用
か
な

　
　
つ
茶
の
間
横
切
る
暑
さ
か
な

勝
手
場
に
曲
り
胡
瓜
の
山
盛
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
ひ
ろ
志

胡
瓜
茄
子
ト
マ
ト
盛
り
や
食
卓
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
人

懐
か
し
き
川
西
米
の
う
ま
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
ト
ラ

由　　　向ノサ　優省石り願　　　桂

喜貞山ク美平似幸吉

糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
食

　
糖
尿
病
の
食
事
療
法
は
、
こ
の
病
気

を
治
す
特
別
な
食
事
を
と
る
こ
と
で
は

な
く
、
　
「
過
食
を
避
け
、
偏
食
せ
ず
に

毎
日
規
則
正
し
い
食
事
を
す
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
一
日
の
適
正
な
食
事
の

量
は
、
年
齢
・
性
別
・
身
長
・
体
重
や

日
々
の
生
活
活
動
量
な
ど
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
か
ら
、
主
治
医
に
決
め
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

　
献
立
の
考
え
方
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
を
制
限
し
た
食
事
で
は
、
カ
ロ
リ
ー

ば
か
り
に
目
が
い
き
が
ち
で
す
が
、
「
糖

尿
病
食
事
療
法
の
た
め
の
食
品
交
換
表
」

の
六
つ
の
表
を
使
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
表
一
か
ら
六
ま
で
の
食
品
類
や
主
な

特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
表
7
・
穀
物
、
い
も
、
糖
質
の
多
い

野
菜
と
種
実
、
豆
（
大
豆
を
除
く
）

　
主
に
糖
質
を
含
む
食
品
で
、
主
食
と

な
る
ご
は
ん
、
パ
ン
、
め
ん
な
ど
の
ほ

か
に
、
い
も
、
豆
な
ど
で
す
。
菓
子
パ

ン
は
砂
糖
や
脂
肪
が
多
い
の
で
、
し
好

食
品
と
し
ま
す
。

　
表
一
の
食
品
は
、
食
物
繊
維
の
供
給

源
と
し
て
も
大
切
で
す
。

　
表
二
：
く
だ
も
の

　
主
に
糖
質
を
含
む
食
品
で
す
。
同
時

に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
食
物
繊
維

も
含
ん
で
い
ま
す
。

　
表
三
：
魚
介
、
肉
、
卵
、
チ
ー
ズ
、

大
豆
と
そ
の
製
品

　
主
に
蛋
白
質
を
含
み
ま
す
が
、
な
か

　
　
　
　
　

　
　
　
　
＠

　
事
　
療
　
法
ー

に
は
脂
肪
が
か
な
り
多
い
食
品
も
あ
り

ま
す
。
毎
日
の
食
事
で
は
い
ろ
い
ろ
な

種
類
の
食
品
を
と
る
よ
う
に
し
て
、
特

定
の
種
類
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
．
騒

表
四
．
．
牛
乳
と
乳
製
品
（
チ
ー
ズ
を
麗

除
餐
ウ
ム
の
供
給
源
と
し
毒
鞠

で
す
が
・
牛
乳
を
多
量
に
飲
む
と
脂
肪
囎

の
取
り
過
ぎ
に
な
り
ま
す
。

表
五
：
油
脂
多
脂
性
食
品
　
臨

醍
嘩
凄
繰
縁
輻

な
ど
も
入
り
ま
す
。
油
脂
は
少
量
で
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
い
で
す
か
ら
注
意
が

必
要
で
す
。

　
表
六
・
・
野
菜
（
糖
質
の
多
い
一
部
の

野
菜
を
除
く
）
、
海
草
、
き
の
こ
、
こ

ん
に
ゃ
く

　
か
ぼ
ち
ゃ
、
れ
ん
こ
ん
な
ど
は
特
に

糖
質
が
多
い
の
で
、
食
べ
る
量
が
多
い

時
は
表
一
に
な
り
ま
す
。
海
草
、
き
の

こ
、
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
エ
ネ
ル
ギ
i
量

が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
料
理
を
一
品
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
好
食
品
の
な
か
の
お
ま
ん
じ
ゅ
う
、

ケ
ー
キ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
甘
い
物
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

高
く
要
注
意
。
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
が
、
栄
養
素
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
こ
れ
も
要
注
意
。

　
糖
尿
病
食
は
健
康
食
と
ご
理
解
く
だ

さ
い
。
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骸
一
暴
の
禁
嚇
誉
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

骸
彦
葛
き
き
犠
爵
♂
窄
び
葛
伽
庵

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

柳
　
　
　
紗
知

　
　
　
　
す
ず
か

小
林
　
　
涼
香

表
紙
の
写
真

　
昨
年
七
月
に
工
事
着
手
し
た
ナ
カ
ゴ

フ
ァ
、
、
、
リ
ー
ゴ
ル
フ
場
。
工
事
は
順
調

に
進
み
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の
準
備

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
場
は
、
六
ホ
ー
ル
・
パ
ー
十

九
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
。
グ
リ
ー
ン
は
ベ

ン
ト
芝
、
バ
ン
カ
ー
に
は
中
国
産
の
白

砂
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　丸　沢　田　上ノヘ　 ノヘ　 ノヘ　 ノヘ
長宮渡鈴上上大村た　山　口　中　村
　　　　　　　　か
沢下辺木村村淵越杢千ち　　美み夏な
　　　　　　　　、一、　 あ

＿ ま　っ　つ
里哲由秀晴　 和一　　明き諒菱月き樹き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロゆ絵雄香人美　 子仁一好浩裕　紀俊敬直
　　　　　　　　円　　 満
暫栄三1り上野川野満子一子　子徳子樹
翫響野・厨。に根車ド車
かか宅かか　、新　新ら　ら　らら　深田原田

　
九
月
一
日
の
オ
ー
プ
ン
に
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
連
日
芝
生
の
散
水

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
、
プ
レ
ー
の
予
約
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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撃☆☆禰一匿欝婁△∵　蠣茎謬転・禰・．隙1

　　　圏1聡湘．．．艮lll☆；ili◇△◇’　　　離　1，．，必購擢一塾糞一　1

▲「あじさい」共同作品蹉脇ま忌ひ学くん　　灘聡一・一一・　9グ1

　　　　　＿．．闘．懸2年生とさかみつよしくん　　　　　　　　　1
購翻騨黙讐愚　　　　　盤づさ縫5繋　　1
瀞鱒濃酬3瑠霧騨　・顯．鞭…灘ρ1

・
ぢ
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な
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窪

「
諭
．

8月11日山口医院（下条）

　　　　魯　55－2003

18日中条病院（中条）

　　a　57－3018

25日庭野医院（寿町4）

　　8　52－2711

9月　1日国保診療所（高原田）
　　　　（クリニック川西）

　　　　8　68－2034

8日大熊内科医院（山本1）

　　費　52－7066

中条病院（中条）

魯　57－3018

15日大島医院（川原町）

　　a　52－2957

韓　▼壕　　「冒　　　「「　’

醜｛＜のうんマんし顧
なワ《い冷．　』う寿

▲「えてがみ」

1年生おしき　しょうたくん

　「えてがみ」

▼2年生とさかあゆみ　さん

　　　　　　　　馨

∠h』筆
、
〈
仙
田
小
学
校

登
坂
葉
丹

●休日救急医

〃

グ
め
ゆ
み
よ
り

　
「
香
り
の
表
現
～
ポ
プ
リ
～
」

ぐ
6
年
生
登
坂
竜
也
く
ん

▲「あじさい」

5年生登坂葉月さん（9月号は川西中学校です）

8．8．10⑫


